
ふくいユニバーサルツーリズムアワード実行委員会は
持続可能な開発目標（SDGs) に取組んでいます。

 
 https://forms.gle/7siCrq43EjNdLY127

エントリーフォームは
こちら！

●右記URL 又はQRコードからエントリーフォームに従ってエントリーしてください。
●画像等の添付の際は、エントリーフォームよりアップロードできます。
　※アップロードの際は何の画像か分かるように記入してください。

※画像等の添付につきましては、1枚あたり最大 10MBとなります。

※添付する画像等の著作物につきましては、受賞した際に主催者が作成する受賞一覧等の制作物への掲載を許諾するものとします。

【注意事項】

●身体障がい者と介助者（ご家族）の方はこちら

https://compath-fukui.jp/news/

エントリーシートの
ダウンロードはこちら！

●社会福祉施設の方はこちら

●メールにてPDFを送付又は FAXでエントリーしてください。
　※送付先アドレス及び FAX番号は裏面に記載しております。

●右記のURL又はQRコードから一般社団法人Compath 公式ＨＰの
　News 欄にアクセスし、該当のページよりダウンロードしてください。

●社会福祉施設●身体障がい児者と介助者（ご家族）

安心してお出かけを楽しむために、みんなの声を届けよう

ふくいユニバーサルツーリズムアワード２０２２

エントリー大募集！

ふくいユニバーサルツーリズムアワードとは？　
　「幸福度日本一のふくい」の継続、「誰もが主役のふくい」の実現のため、みんなの想いや声をもとに、やさしい観光
地への環境整備を目指します。安心してお出かけが楽しめる福井県内のお出かけスポット情報を募集し、募集内容をも

とに審査を行い、表彰するアワードです。

「観光関連事業者」や「宿泊関連事業者」からも心のバリアフリーに関する取組み内容を大募集 !  詳しくは裏面へ▶

▶ 10月 31日
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【主催】ふくいユニバーサルツーリズムアワード実行委員会
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【問合せ先】
ふくいユニバーサルツーリズムアワード実行委員会
事務局（一般社団法人Compath内）
TEL ：050-5896-2708　FAX：0776-82-8560
Mail：info@compath-fukui.jp

「観光関連事業者」や「宿泊関連事業者」を対象に

心のバリアフリーに関する
取組み内容も大募集！

●宿泊関連事業者●観光関連事業者

8月 20日（土） ～ １０月 3１日（月）
心のバリアフリーとは？

心のバリアフリーとは、「様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケー

ションをとり、支え合うこと」を指します。コミュニケーションや他者理解などを通して様々な人のバリアを取り除

いていこうという考え方です。

●メールにてPDFを送付又はFAXで応募してください。 ※送付先アドレス及び FAX番号は下部に記載しております。
●応募用紙は下記のURL 又はQRコードから一般社団法人Compath 公式ＨＰのNews 欄にアクセスし、
　該当のページよりダウンロードしてください。

応募用紙のダウンロードはこちら！
https://compath-fukui.jp/news/

店舗や施設で行っている心のバリアフリー（※1）に対する取組み内容や想いを応募してください。
▶応募内容を確認後、「みんなでつくる 福井の観光バリアフリーポータルサイト」上に掲載させていただく場合がございます。

（※1）　「心のバリアフリー」を取組む上でのステップ

STEP 1
多様なお客様のニーズへの理解

【具体例】

障がいやバリアフリー
に関する教育・研修の実施

相互理解のための
コミュニケーションの実施

STEP 3 
多様なお客様へのサービス提供

【具体例】

宗教や信念、年齢等に合わせた
食器やメニューへの配慮 盲導犬の受入れ

緊急時や災害時に
安心できる対応

STEP 2
施設内の障壁や対策の情報共有

【具体例】

外国語が話せる
スタッフの配置

STEP 4
バリア及びバリアフリー情報

を外部に周知

【具体例】

HPやWEBサイトに
情報を発信

自社パンフレット等
に情報を掲載

STEP 5
実施した取組みの検証と評価

【具体例】

実施した取組みに対し
結果の検証と評価 今後取組む内容の改善

　2020 年 6月より、観光庁がバリアフリー対応や情報発信に積極的に取組む姿勢のある観光及び宿泊
事業者を対象とした「観光施設における心のバリアフリー認定制度」を創設し、認定を受けた場合は観
光庁が定める認定マーク（★）の交付をしています。そのため、応募いただいた内容が「みんなでつく
る 福井の観光バリアフリーポータルサイト」に掲載された場合は、認定制度の要件の一つを満たすこ
とができます。

【観光施設における心のバリアフリー認定制度について】

（★）心のバリアフリー
認定マーク


